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Language Teacher)つまり外国語 (英語)指導助手を中心にすすめられている。 しかも、その外
国語 (英語)指導補助は、Z、ず しもネイティブスピーカーには限らず 日本人指導補助 も含み、そ
の時間の多くが総合的な学習の時間を活用 しつつも、担任が積極的にかかわるとい うことは一部
の場合を除いてはなかなかみ られないとい う現実も否定できない。 しかも、活動内容が、歌やゲ
ームなど英語に親 しむ活動や簡単な英会話 (あいさつや 自己紹介)の練習が中心で、また絵本等





国語活動 としての英語は、従来の一連の児童英語 とは異なるものであるとい うことである。すな
わち、学級担任 自らが中心となって行 うのである。 もちろん、学級担任がすべてを行 うのではな
く、多様な教育資源 (ここにはALTも含むのであるが)を活用 しつつ、児童各自の様子を十分















資料として『小学校外国語活動研修ガイ ドブック』を作成 し配布 している。 l
現状、具体的にはそれぞれの教育委員会において中核教員研修がすすめられている。とりわけ、
「IF町村の教育委員会は、その管轄地域の学校に対 して直接に指導及び助言をする立場にあり、そ



















そこで、外国語活動 (英語教育)を指導する学級担任が、まず もつて取 り組 まなければならな
いとされることが小学校学習指導要領に示されている外国語活動 (英語教育)の理念や 目的を理
解することであると考えられる。 しか しながら、ここで留意 しなければならないことは、この外
国語活動 (英語教育)の理念や 目的に関して、 L卜に専門家による批判的な論調も含めて様々な見
解があることを知ることであるのそ して、学級担任は、自らこれ らの見解に謙虚に耳を傾けさら











学級担任が可能な限 りにおいて自ら活動内容を吟味 し、自らの外国語活動 (英語教育)のありよ
うを構築することである。1 先にも述べたように、学級担任は児童が興味や関心を抱 くような活
動内容を設定することが可能であり、さらには児童が他の教科にて習得 した知識や技術 と関連付
けた活動内容をも採 り入れることが可能なのである。 この小学校の外国語活動 (英語教育)は、
現実においては未知の分野への挑戦 とい う意味合いが未だ色濃いと言わざるを得ない。 したがっ
























学級担任教師 (HRT;HOmeroom Tcachcr)、次に日本人英語教師 (JTE;Japanese Tcacher of








































































かねる事例等が報告されている。 このことは、共通教材 としての役害1を担 う『英語 ノー ト』の活
用により当面ある程度回避 されるとも考えられる。 しか しながら、この『英語ノー ト』は、教科





学級担任 として理解を深めることであると考えられるのである。そ してそのことの契機 となるこ
とは、まず学級担任 自らが児童 とともに英語にかかわる姿勢を示すことにあると考えられるので
ある。そのため、先述 したように、これまでの ^方的にネイティブスピーカーから英語を学ぶ と



















熊本県菊陽町教育委員会は地ノこ近隣のりL州ルーテル学院大学 と連携 し、現場小学校及び中学校の学校長をは じ
め指導主事さらには地元の 日本人児童英語指導者と教育内容に関する研究会を開催 した.これは、まず ()って
これまでの先行児童英語のありようをンS｀まえつつ 1)、 現場の先4iノプの キi導により学級担任が行 うとい う従来と













^げられた リル)るいはさらに教科になることを検言ヽけ るとき、こσ)試み1)^案となろ う`
高橋美由紀編著、『 これからの小学校英語教育構想』、アプ リコット、2008年
?
?田廣
4.
5。
6.
7.
8.
